トナーカートリッジを交換します 


C9150dn 

クイックガイド 


42253803 EE 


トナーカートリツジを交換します 


トナーカートリッジの交換の目安 

トナーが少なくなると操作パネルに[ホホホトナーコウカンジュンビ](ホホホは各色を表わしま 
す）のメッセージが表示されまずので、新しいトナーカートリッジを準備してください。そのまま印刷 
を続けると[トナーヲイレテクダサイ]を表示して巧刷を停止しますので、トナーカートリッジを交 
換してください。 

お使いの環境によっては、メッセージが表示される前に巧刷が薄くなることもあります。このようなと 
きは、トナーカートリッジを外して、イメージドラムカートリッジ内のトナーを磕認し、空の場合は新 
しいトナーカートリッジに交換してください。 

トナーカートリッジ交換の目安は、5%の印刷密度の場合 （1 ページの巧刷可能領域でトナーのついてい 
る面積の割合）、 A 4 サイズの巧紙（横送り、片面巧刷時）で約7,500枚でず。新しいドラムカートリッ 
ジに）本目のトナーカートリッジを取りつけたときには、を換の目安の枚数は約半分になります。これ 
は、新しいイメージドラムカートリッジ内にトナーが入っていないので、1本目のトナーカートリッジ 
からトナーを充廣するためでず。 


オンライ 

ン .P C L 


トナーヲ 

イレテクタ’サイ 

ホホ# 

トナーコウカンジュンビ 

— ► 

n n n ： 

キネホ 


開まホ後1年に(上経過すると印刷品質が低下しますので、新しいトナーカートリッジを準備し 
、'•ノ てくださぃ。 

. [トナーヲイレテクダサイ]表示の後も、トップカバーを開閉するとしばらくは印刷を続 
けることはできますが、イメージドラムカートリッジの故障の原因となりますので、'必ず卜 
ナーカートリッジを交換してくださし、。 

. 商品本来の性能を発揮させるために、沖データ純正の消耗品をご使巧ください。 
純正品じ(外の消耗品をご使用になると、印刷品質の低下をはじめ本来の性能を発揮できない 
場合があります。 

純正品]^: i 外の消耗品をご使用になって生じた不具合のが応は、無僧イ呆障期間中あるいはイ呆守 
契約期間中であっても有償となります。（純正品かの消耗品の使用が全て不具合を起こす 
わけではありませんが、ご使用にあたっては十分にご留意ください。） 


トップカバーを開けます。 


A ま意 やけどのおそれがあります。 A 



を着器ユニットは高温に 
なっていますので、触らな 
いでください。 


? 使用-;まみのトナーカートリツジを取り出します。 


ップ カバー 



〇交換するトナーカートリツジをラベルの色で確認し 
まず。 

〇 トナーカートリツジのレパーを矢印の方向に止まるま 
で◎しまず。 

0 トナーカートリツジのレパー側を持ち上げ、横にず 
らすよう[こして取り化しまず。 


レバー 


メ: E 1 使用洁みトナーカートリッジの回収を?子ってい 
ます。詳しくはユーザーズマニュアルセット 
アップ編の「使用沼み消耗品の回収について」 
をご覧くださし、。やむを得ず処分される場合 
は、ポリ袋などに入れて、化ず地域の条例や自 
治体の指示に従って廃棄してください。 


么警告 


使用';きみトナーカートリツジは 
絶対に义の中に入れないでくだ 
さい。中に入っているトナーが 
飛び散り爆発し、やけどのおそ 
れがあります。 


イメージドラムカートリツジを交換します 


イメージドラムカートリッジ交換の目安 

イメージドラムカートリッジが寿命になると操作パネルに[ホ*ホドラムコウカンジュンビ](ホ* 
ホは各色を表わしまず）のメッセージが表示されまず。そのまま印刷を続けると[アタラシイドラム 
ヲイレテクダサイ]を表示して印刷を停止しまず。 

イメージドラムカートリッジ交換の目安は、 A 4 サイズの用紙（横送り、片面印刷時）で約21,000枚で 
す。ただし、これは一般的な使巧状況（一度[こ3枚ずつ）で巧刷した場合の枚数です。1枚ずつ印刷ず 
る場合には、約14,000あでドラム寿命になります。（速続印刷で約26,000枚に柜当します。） 


オンライン .P C L 

キ * * 卜。ラムコウカンジュンビ 


アタラシイト’ラムヲイレテクタ’サイ 
n n n :キキネト。ラムシ―ュミヨウ 


開封後1年■^ソ上経過すると印刷品質が低下しますので、新しいイメージドラムカートリッジ 
い* を準備してください。 

•「アタラシイドラムヲイレテクダサイ」表示の後も、トップカバーを開閉するとトナー 
が残 っていれば印刷を続けることはできますが、印刷品質が低下することがありますので、 
早めに交換してください。 

-商品本来の性能を発揮させるために、ミ中データ純正の;肖巧おをご使用くださし、。 

純正品かの'消耗品をご使用になると、印刷品質の低下をはじめ本来の性能を発揮できない 
場合があります。 

純正品かの'消耗品をご使用になって生じた不具合のが巧は、無償保障期間中あるいは巧守 
契約期間中であっても有僧となります。（純正品 Jiwf の-消耗品の使用が全て不具合を起こす 
わけではありませんが、ご使用にあたっては十分にご留意ください。） 


イメージドラムカートリツジを交換します 


トップカバーを開けます。 


A ミ主意 やけどのおそれがあります。 A 



走!着器ユニットは高温に 
なっていますので、触らな 
いでください。 


? 使用-;きみのイメージドラムカートリッジを取り出します。 

〇巧換サるイメージドラムカートリッジをラベルの色 
で確認します。 

@ イメージドラムカートリッジを取り化しまず。 
イメージドラムカートリッジを取り化すと、トナー 
カートリッジも一縄[こ取 y 化されまず。 

メモ 1 使用沼みイメージドラムカートリッジと卜 
ナーカートリッジの回収を行っています。詳 
しくはユーザーズ マニュアルセットアップ 編 
の「使用済み消耗品の回収について」をご覧 
ください。やむを得ず処分される場合は、ポ 
リ袋などに入れて、化ず地域の条例や自治体 
の指示に従って廃棄してください。 



使用済みイメージドラムカートリツジ 
とトナーカートリツジは絶がに乂の中 
に入れないでください。中に入ってい 
るトナーが飛び散り爆発し、やけどの 
おそれがあります。 


3 新しいイメージドラムカートリッジをセツトします。 


紙の保護シート 

y 



〇新しいイメージドラムカートリツジを包装袋から取 
り化し、平らなテーブルの上に置きまず。 

A •新しいイメージドラムカートリツジの色に 
^ 》 間違いがないことを確認してく ださし、。 

-トナーの飛散に注意して作業してくださし、。 
•イメージドラム（緑の筒の部分）は、非常 
に傷つきやすいため取り扱いには十々注意 
してくださし、。 

•イメージドラムカートリツジは、直射日光や 
強い光（約1500ルクス JiLL ) に当てないで 
くださし、。室内の照明の下でも5分間が上は 
放置しないでください。 


Q 紙の保護シートをとめているテープをはがし、イ 
メージドラムカートリツジか6紙の保護シートを矢 
巧のち向[こ引き抜きまず。 


3 新しいトナーカートリツジをセツトします。 


トナーカートリッジ 



〇新しいトナーカートリツジを包装袋か5取り化し 
ます。 


(主.') 


新しいトナーカートリッジの色に間違 
いがないことを{産認してください。 


@ 縦と樹こ数回振ります。 

0トナーカートリツジのレバーが□ツクされて 
いることをお認してか6,トナーカートリツ 
ジを水平じして， テープを ゆっくりとはがし 



トナーカートリツジ 


だ^贷ポスト 


ます。 


レバーのストッパーを外しまず。 

突起部を矢巧ち向じ押ずと外れます。 

^ 主，；) トナーカートリッジを裏返したが態で荷 
'重をかけないでください。レバーが動 
き、トナーがこぼれる場合があります。 


トナーカートリツジのラベルの色とイメージ 
ドラムカートリツジのラベルの色が合ってい 
ることを確詔しまず。 

テープをはがした面を下にして、トナーカー 
トリツジの巧をイメージドラムカートリツジ 
のポストじ差し込みまず。 

トナーカートリツジの突起をイメージドラム 
カートリツジの溝に合わせしっかり押し込み 
ます。 


トナーカートリツジのレバーを矢巧のち向[こ 
止るまで回します。 


C ち .') 


トナーカートリツジを無埋に押し込ま 
ないでくださし、。きちんと入らをいと 


きは、トナーカートリツジとイメージ 
ドラムカートリツジのラベルの色が 
含っているか確認してください。ラべ 
ルの色が一致しないとトナーカート 
リツジは取り付けられないようになっ 
ています。 

• トナーカートリツジがきちんと固定さ 
れていないと、印刷品質が低下するこ 
とがあります。 


4 LED レンズクリーナまたは柔らかいティッシュぺーパで LED へッド全体を軽 
く拭きます。 



メチル アルコール やシン ナー などの溶剤は、 
LED へッドを傷めますので使用しないでく 
ださい。 

LED レンズクリーナは、別売の交換用卜 
ナーカートリッジにも添付されています。 


5 トップカバーを閑じます。 

(注う トナーカートリッジの交換後に、操作パネルの [ トナーフソク]または [ トナーヲイレテク 
、 ノダ サイ]の表示がいつまでも;肖えないときは、トナーカートリッジが正しくセットされている 
か{售認してください。 

また、「トナーセンサエラー」が表示された場合、トナーカートリッジが正しくセットされて 
いない可育封生があります。トナーカートリツジが正しくセツトされているか確認してください。 





@透明なシートを矢 EP の方向じ引き抜きます。 


〇トナーカバー（オレンジ色）を固定しているテープ 
をはがします。 

(ま.ク まだトナーカバーははずさないでください。 


0 イメージドラムカートリッジのラベルの色とプリン 
夕のラベルの色が合っていることを巧認し、イメー 
ジドラムカートリッジを静かにセットしまず。 


4新しいトナーカートリッジをセットします。 

詳しくは「トナーカートリッジを交換しまず」をご覧ください。 

^ 主.；) 今まで使用していたトナーカートリッジをセットすることも可能ですが、お下の理由によ 
\ /り、 新しいトナーカートリッジを使用されることを推巽します。 

-今まで使用していたトナーカートリッジが開重才後1年に(上経過している場合は、印刷品 
質が低下する可能性があります。 

-新しいイメージドラムカートリッジ内にはトナーが入っていないため、セットした卜 
ナーカートリッジからトナーが充填されます。残量のかないトナーカートリッジをセッ 
卜した場合、すぐに「トナーヲコウカンシテクダサイ」のメ‘ソセージが表示される場 
合があります。 

• 今まで使用していたトナーカートリッジをセ‘ソトした場合、「トナーコウカンジュン 
ビ」のメッセージが表示されるまでのトナー残量表示が不正確となります。 


5トップカバーを閉じます。 



突起部 



© 


イメージドラムカートリツジのトナーカバーの突起 
部を内側に押しながらトナーカバーを取り外しま 
ず。 

Til トナーカバーは不燃物として処理してくだ 
さい。 





































































































紙づまりになったとき 


紙づまりが発生すると操作パネルに[ヨウシジャム]メッセージが表示されまず。次の手順でつまつ 
た用紙を取り除いて<ださい。 _ , 
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操作パネル表示内容 

場巧 

370 

チェック DUPLEX 

370 :ヨウシシ’ャム 

両面巧刷ユニット 

371 

チェック DUPLEX 

371:ヨウシシ‘ャム 

両面印刷ユニット 

372 

チェック DUPLEX 

372 :ヨウシシ’ャム 

両面印刷ユニット 

380 

サイドカノ V —ヲアケテクタ’サイ 

380 :ヨウシシ‘ャム 

サイドカバー 

381 

トップカ八‘ーヲアケテクタ’サイ 

381:ヨウシシ’ャム 

トップカバー 

382 

トップカ八‘ーヲアケテクタ’サイ 

382 :ヨウシシ’ャム 

トップカバー 

383 

トップカノ V -ヲアケテクタ’サイ 

383 :ヨウシシ’ャム 

トップカバーおよび両面印刷ユニット 

390 

チェック MP トレイ 

390 :ヨウシシ’ャム 

マルチノ'?ーパストレイ 

391 

チェックトレイ1 

391:ヨウシシ’ャム 

トレイ1およびサイドカバー 

392 

チェックトレイ2 

392 :ヨウシシ’ャム 

トレイ2 (オプション）およびサイドカバー 

393 

チェックトレイ3 

393 :ヨウシシ’ャム 

トレイ3 (オプション）およびサイドカバー 

394 

チェックトレイ4 

394 :ヨウシシ’ャム 

トレイ4 (オプション）およびサイドカバー 

39己 

チェックトレイ5 

39己：ヨウシシ’ャム 

トレイ己（オプション）およびサイドカバー 

400 

トップカノ V -ヲアケテクタ’サイ 

400 :ヨウシサイス‘ エラー 

トップカバー 

401 

トップカノ V -ラ アケテクタ‘サイ 

401: 3ウシシ’ュウソウ 

トップカバー 


トップカバーを開けます。 

A ミ主意 やけどのおそれがあります。 A 



を着器ユニットは高温に 
なっていますので、触らな 
いでください。 


? イメージドラムカートリツジを取り出します。 


イメージドラム 
カートリッジ 



〇イメージドラムカートリツジ (4 備を取り化し、平 
らなテーブルの上に置きまず。 

e 取り化したイメージドラムカートリツジ[こ黒い紙を 
かぶせまず。 

•イメージドラム（緑の筒の部分）は、非常 
に傷つきやすいため取り扱いには十分注意 
してくださし、。 

•イメージドラムカートリツジは直射日光や 
強い光（約1500ルクス L ソ上）に当てないで 
くださし、。室内の照明の下でも、5み間に Lh 
は放置しないでくださし、。 


用紙排出部 

排化□から用紙をゆっくり引き化します。 

用紙排出部でつまった場合でも、トップカバー内部に用紙が見えている場合は、プリンタ内側 
， に用紙を引き出してくださし、。無理に後ろに引き出すとを着器ユニットを傷めるおそれがあり 
ます。 




マルチパーパス部 

ジャム解隙ボクンを押しながら、巧紙をゆっくり引き化します。 
( まゾ) ジャム解除ボタンは奧までしっかり巧してください。 




定着器ユニット部 


A ミ主意 


やけどのおそれがあります。 


A 


を着器ユニットは高温になっています。手を触れないように十分注意してください。熱いとき 
は無理をせず、少し;令めるまで待ってから用紙を取ってください。 

〇定着器ユニット固をレバー（青色2ヶ巧）を矢 EP の 
方向へ倒します。 

〇 八ンドルを持ちを着器 ユニッ トを取り化し，平らな 
テーブルの 上に 置きます。 


© を着器ユニットのリリースレバー(左ち2ヶ巧）を矢 
E 口の方向に倒し、つまった用紙をゆっ<リ引き化し 
まず。 



〇八ンドルを持ち，定着器ユニットをプリンタの中へ 
静かに戻します。 

0 定着器 ユニッ ト固をレバー（青色2 ヶ 巧）で固をさ 
れるまで，しっかりと巧し込みます。 

@を着器ユニットのリリースレバー(青を2ケ巧）を矢 
E 口の方向に房しまず。 


を着 器ユニット 固を レバー 


を着器ユニット部のつまった用がを取り除いた後は、を着器ユニット内部にホを着のトナー 
、ノ が残っていることがあるため、メニューマップ（「メニューマップ印刷をします」）、白紙等 
を数回印刷してください。 

. プリンタの電源を ON にしたとき、操作パネルに[サービスコール/173 :エラー]または 
[サービスコール/177 :エラー]が表示された場合は、プリンタの電源を OFF にし、を着 
器ユニットを取り付け直してください。 


3 つまった用紙を取り除きます。 

サイドカバー部 

サイドカバーを晶け、用紙の後端が見えている場台は、つまっている用紙をゆっくり引き化しまず。 



用紙カセット部 

用紙カセツトを引き化し，つまっている用紙を取り除きまず。 



トップカバー内部 

用紙の先端が見えている場合は，つまっている用紙をゆっ<リ引き化します。 





用紙の後端が見えている場合は.つまっている用紙をゆっくり引き化します。 



定着器ユニット 


定着器ユニッ 



両面印刷ユニット部 



両面印刷 ユニットの 
フロントカバー 


両面印刷 ユニット 


〇セパレークを取り外し、用紙があれば引き化しま 
ず。 

-夕 



@ サイドカバーを開け、巧紙があればゆっくり用紙を 
引き化します。 


0 両面巧刷ユニットのフ□ントカバーを開き、用紙力 
セツトごと両面巧刷ユニットを完全に引き出しま 
ず。 


〇両面巧刷ユニットを開き、つまっている用紙を取り 
止!しまず。 

0 用紙カセットごと両面巧刷ユニットをプリンク(こ戻 
し、両面印刷ユニットのフ□ントカバーを閉じま 
ず。 


(を.') 


セカンド/サードトレイユニット（オプション）、大容量トレイユニット（オプション）から給紙 
したときに紙づまりがおをした場合は、それぞれの用紙走行部に用紙が残っていないか巧認して 
くださし、。また、トップカバーを一旦開閉しないとアラーム表示を解除できません。 


クイックガイドの収納 

クイックガイド専用のおをプリンタじ貼り付け，クイックガイド（本書）をしまいます。 


1 クイックガイドま用袋を裏側にして、両面テープ （2 ケ巧）をはがします。 



2 ま用袋をプリンタに貼り付けます。 


クイックガイド 



4イメージドラムカートリッジを戻し、トップカバーを閉じます。 


(}iA プリンタの通気口を塞がないように貼り付けてください。 



















































































































































































